
「昴」「1１月レッスン」開催！コロナウイル

ス第３波（11月第3週から）急激な感染拡

大へ 万全の防疫対策を！ 
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□１１月２０(金)１８：００～２０：３０11 月度のレッスンをねむかホールにて行いました。 

奥村さんの体操・千秋さんのヴォイストレーニングのあと、伊藤副指揮者の指揮で、「U Boj!」の 

レッスンから始まりました。前回のレッスンから、最初の 1 小節から 13 小節までを 1 番・2 番と歌

うことで、2 番の歌詞（原語）を正しいことばとリズムで繰り返し歌い、最後まで歌い切りました。 

 

□休憩・部屋の通風を行い、立川事務局長や運営委員より、この間の運営委員会での検討事項や事

務連絡・報告がありました。 

□再開後、「U Boj!」を通しで、リズムよく歌いました。13 回コンサートの異色の 1 曲「U Boj!」を

「楽しい歌だね！」と言ってもらえる曲に作っていきましょう！（なお、You Tube でクロアチアの

8 人の男声合唱、アメリカ人の合唱等原語で歌っている「U Boj!」を参考に！） 

引き続き、「ゆらゆら春」を奥村さんのソロで、レッスンし、 

再度休憩・通風。この間、千秋さんの作詞・森二三作曲「終わりの始まり（ノーモア・ヒロシマ）」

を千秋さんの歌唱指導のもと、口ずさみ、核兵器禁止条約批准・ノーモア・ヒロシマ、ノーモア・

ナガサキに想いを寄せました。 

再開後、「死んだ男の残したものは」を伊藤指揮で、発声・曲想・強弱の確認をしながら、歌ってい

きました。 

□再度休憩をはさみ、本並先生の指揮で、「草競馬」を合わせていきました。「音の響きを図形を描

 男声合唱団 
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定例レッスン　参加者割り振り表　　12月 （敬称略）

パート 12月4日 １２月１８日(金) 12月20日前半 12月20日後半

Ｔ１ 吉岡 千秋 吉岡

吉田 鈴木 吉田

若園 立川 若園

山本 小西 山本

（千秋） （千秋）

Ｔ２ 米川 伊藤 伊藤

中谷 高田 高田

更家 更家 中谷

大畠 大畠 米川

伊藤 寺脇

ＢＲ 奥村 奥村 奥村

西村 西村 向井

向井 大橋 岩崎

山口 岩崎 春木谷

春木谷 春木谷 吉川

仲谷 山口

(吉川） 仲谷

ＢＳ 岡邑 光本 光本

川妻 岡邑 岡邑

はが 川妻 東尾

東尾 東尾
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きながら・・形になってきた！あと半年ある。何とかなるぞ！頑張ってやっていきましょう！」と

指揮者の激励がありました。本日のピアノ伴奏は森二三さん。 

参加者は、全１９名 (団員１７名 Ｔ１：４名、Ｔ２：４名、ＢＲ：５名、ＢＳ：４名)でした。 

    

（連絡事項） 

（１）１１月２９日（日）１３：３０～１６：３０ １２月１８日（金）１８：００～の定例レッスン（全員で）は「大東市立

生涯学習センターアクロス」（4Ｆ多目的ホール）で行います。 

   

 

（２）「昴」レッスンの継続と合唱団活動の今後につ

いて 

コロナウイルスの第 3波到来のなかで、どの合唱団

も、休団を含め非常に苦しい判断状況の中に在り

ます。昴も 11月 15日の運営委員会でも、昴の今後

と団活動をどうするかについて、真剣な検討を行い

ました。「正しく恐れてコロナウイルスと向き合う、休

団もありうることも視野に入れながらも「合唱文化を

守る、昴の団活動をできる限り維持すること」を考

え継続する。そのためにも、団としてできる限りのコ

ロナ対策を行い、団員の各自の思いや行動の自

主性を重んじながらも、初心に戻り注意を喚起する

ことを確認しました。（文責：吉川） 
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(投稿)   都構想勝利で沖縄に凱旋！                       立川孝信 

                                              
あの時、町は都構想一色、うたごえとしても反対の声明を出し、宣伝行動を呼びかけたところ５００

名の仲間が参加して大宣伝が展開された。コロナ禍の中多人数での沖縄支援は無理と判断し少人数でと

決めたもののキャンセルの声もあったが、沖縄に勝利を届けに行こうと決意を新たにした。11月１日ハ

ラハラドキドキテレビに釘ずけの中、見事逆転勝利！連日の地域宣伝の日々・うたごえ宣伝の盛り上が

りが蘇えり安堵感が広がった。 

サアー勝利報告に沖縄に行こう！「ちばりよ」７人の侍が意気揚々と沖縄に乗り込んだ。今回のツア

ーには「佐藤」「松本和」「武田」「鬼崎」「小野寺」「立川」のいつもの高齢グループに加え新人の「春木

谷」さんが参加した。彼は宗教を語らせたら大学教授並み、それに車の２種・特殊免許を持つ逸材、お

陰で全日程安心して運転を任せられた。ただ古いナビのおかげでロスがあったのが悔しい・・・、何よ

りも長時間の工程を無事運転してくれた「鬼崎」「春木谷」さんに大感謝です。 

「不屈館」は３度目だったが『瀬長亀次郎』が何度も投獄されながらも信念を曲げず非暴力で不屈に

戦い続けた信念に少しでも近ずけたらと思うと同時に沖縄県民の「勝つまで諦めない」精神の原点だと

思う。 

「首里城」焼失は昨年辺野古テント前コンサート当日の事件だっただけにどうなっているのか不安感

があったが,すっかり片付けられていた。建物は残っていないが城壁はそのままで本土の厳めしい角ばっ

た城壁ではなく丸みのある城壁で、これ一つ見ても沖縄の文化が「やさしさの文化」といわれる所以だ

と思う。 

辺野古はテント前の集会は中止なので平和丸で海から基地建設状況をしっかり見てきた。土だけだっ

た埋め立て地がコンクリートの壁となり、その前には数えきれないほどのテトラポットで埋め尽くされ

ていた。巨大なテトラポットで１個１５万円という。これだけ見ても巨大な無駄遣いである。それに警

備会社に 1 日 2５00 万円・監視の漁船に１日５万円使っているという。今コロナ禍の時、無駄遣いを止

めてコロナ対策をすべきではないのかという思いで怒り心頭である。 

緑が丘保育園は今回１番大きなイベントで、ここの母親たちのこどもを守る闘いを「空を飛ぶのは小

鳥だけがいい」の歌にして、初めて演奏したのがこの緑ヶ丘ということで大きな使命感と意義を感じた。

聴いていただき 

優しいメロディーに感動したと皆さんが口をそろえて言われた。牧師の園長さんが大学教授かのような

語り部で沖縄の米軍被害の歴史を DVD上映していただき思いがけない収穫であった。 

 伊江島に行ったのは２回目だが「城山」に登ったのは初めてで３１５段の階段を上り頂上に立った感

動は正に「絶景かなー」である。またこの場で沖縄の若夫婦に歌を聴いていただき交流で来たことはう

たごえ史上初体験と言えるのではないだろうか。「ちばりよ」が偉大な足跡を残したといえる。平和資料

館の謝花さんにも歌を聴いてもらい「あなたたちの歌は原爆よりも強い」との言葉をいただいた。 

 金城実アトリエはどの彫刻も圧倒的な迫力で迫ってきた。苦しみ・悲しみ・怒りが言葉以上に胸に突

き刺さった。うたごえと彫刻―－表現方法は違っても闘いに命を輝かせていることに誇りを感じた。 

 今回のツアーは今までのツアーよりグレードアップしていて日本料理・フランス料理付きクーポン券

付きでお得感がタップリ、何よりも私たちの「うたごえ」があらゆるところで感動的に受けとめていた

だけたことが行ってよかった大きな喜びである。また歌を創り広げて沖縄に行こう！ 

 

沖縄ツアーの感想です。 

沖縄ツアーの目的は 

第１に辺野古に出向き県民集会に参加し新基地反対の抗議行動です。しかしコロナのために集会は中止になっ

たので平和丸に乗り海上から抗議行動をしました。 

第２にアメリカ軍のヘリコプターから落下物があった緑が丘保育園に行き、そこのお母さんたちが子供の命を守

って立ち上がった姿を私たちが創作した歌を園の皆さんに聞いていただきに訪問しました。 

第３に伊江島にわたり平和の語り部をしておられる方を訪問し歌ってきました。 

 

「ちばりよ沖縄合唱団」は２０１５年から歌を創って毎年沖縄支援に行っています。昨年は４２名で辺野古のテント

村でコンサートをしました。この日が何と１０月３１日で首里城が燃えた日でした 
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昨日(2020.11．20)の日経新聞掲載の記事（光本さん提供）を SCAN し、添付送信します。 

コロナ感染拡大が少しでも緩やかになり、無事に開催されることを祈ります。／伊藤 知 
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シリーズ “免疫力アップ”   ７  
 健康な体をつくる食習慣のコツ ― ちょっと意識するだけでＯＫ 

⑥ 天然の塩は副交感神経を刺激し、ストレスにも効く 

 塩分は血圧をあげるという理由から、何かと悪者扱いされがちですが、細胞や筋肉が

正常に機能するためには絶対に欠かせないミネラルの一つです。しかも、体内では合成

できないので食事でとるしかありません。もちろん、塩分のとり過ぎは行けませんが、

高血圧の全てが塩分とは限りません。むしろ仕事や人間関係のストレス、イライラで交

感神経が優位になって、血圧が上昇していることも多いものです。 

 ただし、塩の種類によっては血圧をあげやすいものもあります。いわゆる「精製塩(塩

化ナトリウム)」は、交感神経を刺激して血圧を上げやすいことがわかっています。 

 一方、粗塩などの天然の塩は、ナトリウム以外にもマグネシウムやカリウムなどのミ

ネラルが豊富に含まれているため、交感神経だけでなく、リラックスや免疫力アップに

働く副交感神経を刺激する作用もあります。天然の塩を選び、適量をとればストレス負

けせず、免疫力を高めることもできるというわけです。 

 疲れやすい人は、ミネラル豊富な天然の塩を使って免疫力アップしましょう。 

 

◎成分表示や製造法を見て体に優しい塩を選びましょう 

天然の塩の見分け方のポイントは、成分表示と製造法。 

まず、“塩化ナトリウム 99％以上”と表示されているものは精製塩です。 

また、製造法に“イオン膜”とあれば精製塩。“平釜”とか“立釜”を書かれていれ

ば、ほとんどの場合は天然塩です。 

なお、精製塩の原料も海水なので、原材料名が、“海水”となっていても天然塩とは限

りません。                            （山本宏司） 
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